
　

２
０
２
４
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
神

戸
山
手
女
子
。
２
０
２
１
年
度
よ
り 

“
進
路
満
足

度
１
０
０
％
”
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
学
校
改
革

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
注
力
し
て
き

た
の
が
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
す
。
２
０
２
３

年
度
に
は
『
グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
』
を

新
設
し
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
と
日
本
人
教
員
の『
担

任
2
人
制
』
や
「
技
術
・
家
庭
」「
情
報
」「
音
楽
」

を
英
語
で
学
ぶ
『
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
』
な
ど
を

導
入
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
校
名
を
『
神
戸
山
手

グ
ロ
ー
バ
ル
中
学
校
高
等
学
校
』
と
改
め
、
共
学

校
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま

す
。
改
革
を
け
ん
引
す
る
平
井
正
朗
校
長
は
、「
共

学
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
環
」
だ
と
話
し
ま
す
。

「
２
０
２
１
年
度
の
校
長
就
任
当
初
か
ら
、
国
際

都
市
・
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
海
外
の
学
校
で
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
を
考
え

る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
共
学
化
は
必

然
。
つ
ま
り
共
学
化
は
“
世
界
基
準
の
学
校
に
な

る
”
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
こ
の
3
年
間
、
教
職
員
や
卒
業
生
の
方
と
の
揺

る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を
築
き
、
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
本
校
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
外
国
籍
の

生
徒
が
全
体
の
2
～
3
割
を
占
め
る
な
ど
、
も
と

も
と
国
際
色
豊
か
な
環
境
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

土
壌
を
活
か
し
、
校
内
に
“
小
さ
な
地
球
を
つ
く
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平井正朗校長

世
界
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
化
に
対
応
し

国
際
都
市
・
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
へ

2024年秋からアジアを中心とした教育協定校の生徒を受け入れる『学生専
用マンション』。カフェテリア、ラウンジ、シェアキッチン、スタディルーム
などを完備している。管理栄養士が食事面をサポート。

神戸山手グローバル
（現：神戸山手女子）

2025年度4月よりグローバル化・共学化がスタート！

Topic 新時代に求められる
きめ細やかで豊かな教育を実践

「グローバル化」「DX化」のもと、すべての人が対等な関係でいられる“世
界基準の環境”を目指します。「多様なバックグラウンドを持つ人が協力し、
山積する課題の解決に向けて探究する。今まさに世界中で行われている状
況を、校内に作りたい」と平井校長。海外にルーツを持つ方への学びの保
障のために、同時通訳機能付きイヤホンを導入。

る
”
と
い
う
発
想
で
、
い
ず
れ
は
海
外
ル
ー
ツ
の

生
徒
が
3
～
4
割
在
籍
す
る
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
ま
と
う
学
校

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
に
は
、
中
学
・
高
校
と
も
『
未
来
探
究

コ
ー
ス
』
は
女
子
の
み
と
し
、
中
学
・
高
校
の
『
グ

ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
』
と
高
校
の
『
選
抜

コ
ー
ス
』
で
は
、「
地
球
人
を
募
集
す
る
」
と
い

う
平
井
校
長
。
校
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
は
じ
め

と
し
て
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
伝
統
と
進
取
を

融
合
さ
せ
た
、
多
様
性
に
満
ち
た
学
び
の
環
境
を

目
指
し
ま
す
。

　

す
で
に
同
校
で
は
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
な
ど
の
海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
生
徒
が
約
1

割
を
占
め
て
お
り
、
授
業
で
は
同
時
通
訳
機
能
付

き
イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
、
学
び
を
保
障
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
対
す
る
不
安
を

払
拭
す
べ
く
、
寮
に
代
わ
る
施
設
と
し
て
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
万
全
で
管
理
人
常
駐
の
『
学
生
専
用
マ
ン

シ
ョ
ン
』
を
新
た
に
用
意
。
並
行
し
て
、
平
井
校

長
自
ら
中
国
に
足
を
運
び
、
深
圳
オ
ッ
ク
ス
ス
タ

ン
ド
高
校
を
は
じ
め
複
数
の
学
校
と
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、２
０
２
４
年
10
月
か
ら
こ
の
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
留
学
生
受
け
入
れ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
、
学
び
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
よ

り『
グ
ロ
ー
バ
ル
選
抜
探
究
コ
ー
ス
』で
は
、夏
期
・

冬
期
休
暇
に
行
う
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
プ
ロ

“
進
路
満
足
度
1
0
0
％
”
を
目
指
し

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
D
X
化
」
を
推
進

グ
ラ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
キ
ャ
ン
プ
』
が
始
動
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
全
コ
ー
ス
の
英
語
の
授
業

に
外
国
人
教
員
が
入
り
、
今
後
校
内
で
の
模
擬
国

連
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

大
き
な
強
み
は
、
そ
う
し
た
学
校
全
体
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
と
、
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
る
教

育
の
「
D
X
化
」
の
相
乗
効
果
に
あ
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
に
経
済
産
業
省
『
先
端
的
教
育
用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入
実
証
事
業
』
の
実
証
校
に
承

認
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０
２
３
年
度
に
は
文
部
科
学

省
『
学
び
の
保
障
・
充
実
の
た
め
の
学
習
者
用
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
実
証
事
業
』
参
加
校
、
２
０
２
４

年
度
に
は
『
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
高
等
学
校

D
X
加
速
化
推
進
事
業
）』
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
ア
プ
リ
を
日
常
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
い
ま
す
。

「
躍
進
す
る
学
校
と
い
う
の
は
、
校
長
が
把
握
し

き
れ
な
い
ほ
ど
に
多
彩
な
取
り
組
み
が
あ
り
、
あ

ち
こ
ち
で
生
徒
が
楽
し
く
イ
キ
イ
キ
と
活
躍
し
て

い
る
も
の
で
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
学
校
力
・
授

業
力
・
生
徒
の
学
習
意
欲
の
融
合
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
西
国
際
大
学
と
の
高
大
連
携
や
、

教
科
横
断
型
・
探
究
型
学
習
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
ク
ラ
ブ
新
設
な
ど
、
男
子
生
徒
の
要
望
に

も
様
子
を
見
な
が
ら
応
え
て
い
く
予
定
で
す
。
感

動
を
与
え
ら
れ
る
学
び
の
場
を
追
求
し
ま
す
」

英語教育のキーワードは“使える英語”。その一環として、全コースの英語
の授業に外国人教員が入っている。

AI教材を用いたアダプティブラーニング（個別最適化学習）を通して、一人
ひとりのポテンシャルを引き出す。

「タイム・マネジメント・シートで学習計画を立て、担任によるコーチングの
もと自己調整しながら取り組むことで、自立して学習を進められるようにな
ります」（平井校長）

平井校長就任後の3年間だけでも、広報部・データサイエンス部・卓球部・
スポーツクライミング部・中国語部などが新たに発足。中国語部設立は、海
外にルーツを持つ生徒の受け入れも見据え、中国人の職員を採用した。

「生徒からの希望をいかに実現させるかを考えるのが、校長の仕事です」（平
井校長）

高２までに英検準2級以上の合格を目指す『グローバル選抜探究コース』で
は、インドネシアやトルコ、新たに協定を結んだ中国の深圳オックススタン
ド高校など、さまざまな国との文化交流を積極的に実践し、国際感覚を育ん
でいる。
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